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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第171期
第３四半期
連結累計期間

第172期
第３四半期
連結累計期間

第171期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 11,299,872 11,509,841 15,372,675

経常利益 (千円) 874,277 609,847 1,091,499

四半期(当期)純利益 (千円) 743,716 533,902 852,876

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 972,304 754,074 1,035,821

純資産額 (千円) 10,285,530 11,026,274 10,350,914

総資産額 (千円) 15,756,447 16,024,960 15,932,924

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 64.68 46.14 74.06

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 64.9 68.2 64.6
 

 

回次
第171期
第３四半期
連結会計期間

第172期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.95 15.69
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の概況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、株価の回復や円安による輸出の改善など経済政策の効果が現れまし

たが、消費税増税に伴う消費の落ち込みの回復が長引いていることや、円安による輸入コストの上昇影響など、景

気に不透明感が出てきております。

世界経済は、米国では堅調な景気の回復が引き続き見られましたが、ウクライナや中東の情勢が不安定であり、

中国経済は減速感が鮮明になってまいりました。

こうした状況のもと当社グループは、販売力を強化し、高品質の製品づくりを進めた結果、売上高は、11,509百

万円で前年同四半期に比べ209百万円(1.9％)の増収となりました。

営業利益は361百万円と前年同四半期に比べ267百万円(△42.5％)の減益、経常利益も609百万円と前年同四半期に

比べ264百万円(△30.2％)の減益となりました。これは、精密鍛造品の海外調達が進む一方、国内での販売拡大と生

産の合理化が進まなかったことによります。

また、四半期純利益も533百万円と前年同四半期に比べ209百万円(△28.2％)の減益となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

売上高は8,814百万円と前年同四半期に比べ142百万円(△1.6％)減少、経常利益は283百万円と前年同四半期に

比べ317百万円(△52.8％)減少しました。　　

②アメリカ　

売上高は793百万円と前年同四半期に比べ130百万円(19.7％)増加、経常利益は42百万円(前年同四半期は経常損

失18千円)となりました。

③インド　

売上高は339百万円と前年同四半期に比べ33百万円(11.0％)増加、経常利益は42百万円と前年同四半期に比べ31

百万円(△42.1％)減少しました。　　

④タイ

売上高は1,561百万円と前年同四半期に比べ188百万円(13.7％)増加、経常利益は296百万円と前年同四半期に比

べ66百万円(28.9％)増加しました。　　

 

(2) 財政状態に関する分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金が減少したものの、有形固定資産、投資有価証券が増加

したことにより、16,024百万円となり、前連結会計年度末に比べ92百万円増加いたしました。　　

負債について主には、借入金が減少したことにより前連結会計年度末に比べ583百万円減少し、4,998百万円とな

りました。　

純資産については利益剰余金が増加したことにより11,026百万円となりました。　
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績の著しい増減はありません。

 

(7) 主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に完了したも

のは、次のとおりであります。

　

会社名
事業所名

(所在地)
設備の内容

投資金額

(千円)

資金

調達方法
完了年月

提出会社
本社

（岐阜県各務原市）
土地 234,840 自己資金 平成26年５月
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,052,000

計 28,052,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,659,500 11,659,500
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数 1,000株

計 11,659,500 11,659,500 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 ― 11,659 ― 1,093,978 ― 757,360
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

尾張精機株式会社(E01290)

四半期報告書

 5/17



 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式
　

89,000　
 

― １単元（1,000株）

完全議決権株式（その他）
普通株式
　

11,397,000　
 

11,397　 ―

単元未満株式
普通株式
　

173,500　
 

― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 11,659,500 ― ―

総株主の議決権 ― 11,397　 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式409株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
尾張精機株式会社

名古屋市東区矢田三丁目
16番85号

89,000 ― 89,000 0.76

計 ― 89,000 ― 89,000 0.76
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人コスモスにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,576,061 3,852,603

  受取手形及び売掛金 2,689,124 ※  2,718,017

  商品及び製品 769,309 756,177

  仕掛品 487,580 531,751

  原材料及び貯蔵品 975,936 1,050,502

  繰延税金資産 14,097 15,261

  その他 192,182 178,793

  流動資産合計 9,704,292 9,103,106

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,589,993 1,497,697

   機械装置及び運搬具（純額） 1,826,975 2,057,613

   土地 735,125 972,128

   リース資産（純額） 56,920 46,009

   建設仮勘定 355,588 455,315

   その他（純額） 86,785 82,463

   有形固定資産合計 4,651,388 5,111,227

  無形固定資産 16,441 21,715

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,046,671 1,259,826

   退職給付に係る資産 318,394 301,186

   繰延税金資産 19,864 18,606

   その他 185,421 218,841

   貸倒引当金 △9,550 △9,550

   投資その他の資産合計 1,560,801 1,788,911

  固定資産合計 6,228,631 6,921,854

 資産合計 15,932,924 16,024,960
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,654,559 2,739,699

  1年内返済予定の長期借入金 533,708 444,708

  リース債務 5,676 3,789

  未払法人税等 175,173 69,251

  賞与引当金 230,400 111,669

  役員賞与引当金 31,000 13,900

  製品保証引当金 15,600 16,400

  未払消費税等 26,712 79,212

  未払金 213,894 226,638

  未払費用 409,571 429,510

  設備関係支払手形 212,863 24,678

  その他 90,252 129,375

  流動負債合計 4,599,410 4,288,832

 固定負債   

  長期借入金 554,699 221,168

  リース債務 2,405 34

  繰延税金負債 199,780 269,124

  役員退職慰労引当金 74,092 82,556

  退職給付に係る負債 37,565 22,048

  資産除去債務 114,056 114,922

  固定負債合計 982,598 709,854

 負債合計 5,582,009 4,998,686

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,093,978 1,093,978

  資本剰余金 757,360 757,373

  利益剰余金 8,408,042 8,870,061

  自己株式 △26,536 △28,459

  株主資本合計 10,232,844 10,692,954

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 276,080 413,524

  為替換算調整勘定 △226,142 △172,731

  退職給付に係る調整累計額 2,138 △4,682

  その他の包括利益累計額合計 52,077 236,110

 少数株主持分 65,992 97,210

 純資産合計 10,350,914 11,026,274

負債純資産合計 15,932,924 16,024,960
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 11,299,872 11,509,841

売上原価 9,708,225 10,190,310

売上総利益 1,591,646 1,319,530

販売費及び一般管理費   

 販売費 490,341 484,236

 一般管理費 472,768 474,103

 販売費及び一般管理費合計 963,109 958,339

営業利益 628,536 361,191

営業外収益   

 受取利息 10,974 17,328

 受取配当金 23,250 25,207

 為替差益 214,783 180,361

 その他 15,030 33,487

 営業外収益合計 264,039 256,385

営業外費用   

 支払利息 16,080 4,744

 その他 2,218 2,984

 営業外費用合計 18,299 7,729

経常利益 874,277 609,847

特別利益   

 固定資産売却益 1,006 474

 投資有価証券売却益 5,773 -

 契約損失引当金戻入額 13,089 -

 補助金収入 - 25,493

 特別利益合計 19,869 25,967

特別損失   

 固定資産売却損 412 609

 固定資産除却損 67 243

 特別損失合計 479 853

税金等調整前四半期純利益 893,667 634,961

法人税、住民税及び事業税 132,156 71,158

法人税等調整額 △5,186 △2,880

法人税等合計 126,969 68,277

少数株主損益調整前四半期純利益 766,697 566,683

少数株主利益 22,980 32,780

四半期純利益 743,716 533,902
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 766,697 566,683

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 156,300 137,444

 為替換算調整勘定 49,305 56,768

 退職給付に係る調整額 - △6,821

 その他の包括利益合計 205,606 187,391

四半期包括利益 972,304 754,074

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 944,630 717,936

 少数株主に係る四半期包括利益 27,673 36,138
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を割引

率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払

見込期間および支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産、退職給付に係る負債および利益剰余金なら

びに当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

税金費用の計算

連結子会社につきましては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形 ―　千円
 

 10,016千円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 435,162千円
 

 505,180千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

1. 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月24日
取締役会

普通株式 34,144 3.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

平成25年10月25日
取締役会

普通株式 34,727 3.0 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
 

 

2. 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

1. 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月30日
取締役会

普通株式 34,718 3.0 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 34,710 3.0 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金
 

 

2. 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高         

外部顧客への
売上高

8,957,515 662,814 305,888 1,373,653 11,299,872 11,299,872 ― 11,299,872

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

400,171 ― ― ― 400,171 400,171 △400,171 ―

計 9,357,687 662,814 305,888 1,373,653 11,700,043 11,700,043 △400,171 11,299,872

セグメント利益又
は損失(△)

600,917 △18 73,719 229,804 904,422 904,422 △30,145 874,277
 

(注) １. セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高         

外部顧客への
売上高

8,814,824 793,654 339,608 1,561,753 11,509,841 11,509,841 ― 11,509,841

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

328,890 ― 2,267 ― 331,158 331,158 △331,158 ―

計 9,143,715 793,654 341,876 1,561,753 11,840,999 11,840,999 △331,158 11,509,841

セグメント利益 283,502 42,050 42,689 296,320 664,562 664,562 △54,715 609,847
 

(注) １. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 64円68銭 46円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 743,716 533,902

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 743,716 533,902

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,497 11,570
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第172期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当については、平成26年10月31日開催の取締役会に

おいて、平成26年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議し、配当を行っております。

① 配当金の総額                                  34,710,273円

② １株当たりの金額                                  ３円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日      平成26年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年２月２日

尾張精機株式会社

取締役会  御中

 

監査法人 コスモス
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   太　　田　　修　　二   ㊞

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   新　　開　　智　　之   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている尾張精機株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、尾張精機株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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